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Ⅰ　調査の概要

１	 調査の目的

　児童生徒の基礎的・基本的な知識・技能や活用力の定着状況、及び学習・生活状況に…
ついて把握・分析し、学校における児童生徒への指導の改善を図る。併せて、教員の指導
状況等を把握し、指導改善に役立てる。

２	 調査の対象等

⑴　児童生徒に対する調査

○　教科に関する調査
　全公立小・中学校（義務教育学校を含む）における次の学年の全児童生徒を対象に
調査した。
　ただし、調査の集計・分析については、各学校対象学年から無作為に１学級ずつを
抽出して行った。

区 分 小学校第４学年 小学校第６学年 中学校第３学年

実 施 校 数 187 校 186 校 83 校

実施児童生徒数 7,967 人 8,265 人 8,436 人

対 象 教 科 国語・算数 社会・理科・英語 社会・理科

調査問題の範囲 小学校 3 年生まで
に学習した内容

小学校 5 年生まで
に学習した内容

中学校 2 年生まで
に学習した内容

○　質問調査
　全公立小・中学校（義務教育学校を含む）における次の学年の全児童生徒を対象に
調査した。
　また、調査の集計・分析についても、全児童生徒を対象に行った。

区 分 小学校第４学年 小学校第６学年 中学校第３学年

実施児童生徒数 7,809 人 8,178 人 8,305 人

調 査 の 内 容 学習に対する意識や家庭学習、生活習慣などの状況等に関する
内容
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⑵　教員に対する調査

○　質問調査
　全公立小・中学校（義務教育学校を含む）における教員を対象に調査した。

区 分 小学校 中学校

実 施 校 数 188 校 83 校

実 施 教 員 数 3,053 人 1,705 人

調 査 の 内 容 授業における指導状況等に関する内容

３	 調査の日時

⑴　児童生徒に対する調査

○　教科に関する調査
　令和８年４月２２日（水）

時限 小学校第４学年 小学校第６学年 中学校第３学年

１限 国語（40 分） 社会（40 分） 社会（45 分）

２限 算数（40 分） 理科（40 分） 理科（45 分）

３限 英語（30 分）

○　質問調査
　令和８年５月７日（木）～５月１３日（水）の期間で分散して実施した。

⑵　教員に対する調査

○　質問調査
　令和８年５月７日（木）～５月１３日（水）の期間で分散して実施した。
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［本書における留意事項］

到達状況について

　正答率の状況により、児童生徒の到達状況を次のように表記した。

正 答 率 「到達状況」を示す記号、用語

９０％以上の場合 ◎：良好である

８０％以上～９０％未満の場合 ○：概ね良好である

７０％以上～８０％未満の場合 ◇：基準に到達している

６０％以上～７０％未満の場合 ▽：十分とはいえない

６０％未満の場合 ▼：不十分である

※　正答率とは、全問題数に対する正答と準正答（内容的に正答に近く、概ね
身に付けていると判断できる解答）を合計した数の割合のことをいう。
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Ⅱ　調査結果
１	 教科に関する調査結果
≪小学校第４学年　国語≫

抽出児童数 平均正答率 平均正答数
3,875人 60.2％ 15.1問／25問

【正答数分布グラフ】	 （横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

0%

5%

10%

24問22問20問18問16問14問12問10問8問6問4問2問0問

【領域・分野ごとの正答率】
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

読むこと 44.2

書くこと 57.1

話すこと・聞くこと 59.1

知識及び技能 66.5

【正答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ８④ 漢字の読み（転ぶ） 93.2
2 ８③ 漢字の読み（洋服） 90.5
3 ８② 漢字の書き取り（ふるい） 87.1

【正答率の低い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ３ １内容 考えの形成、記述（内容） 26.6
2 １ ４ 話合いの進め方（司会の役割） 29.0
３ ２ ２① 説明的文章の精査・解釈 29.6

【無解答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 無解答率

1 ４ ２ 指示語 20.7
2 ４ １⑴ 国語辞典の使い方 18.8
３ ３ １ 構成の検討（条件）、考えの形成、記述（内容）、推敲（表記） 14.0

【領域・分野ごとの到達状況の傾向】	 ◎：良好である　○：概ね良好である　◇：基準に到達している
	 ▽：十分とはいえない　▼：不十分である

［知識及び技能］
○：基本的な漢字を読んだり書いたりすること〔８〕
◇：日常使われている簡単な単語について、ローマ字で表記されたものを読むこと〔６②、③〕
▼：指示する語句の役割について、理解すること〔４ ２〕

［話すこと・聞くこと］
▽：互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて質問すること〔１ ２〕
▼：目的や進め方を確認し、司会の役割を果たしながら話し合うこと〔１ ４〕

［書くこと］
▽：間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や文章
を整えること〔３ １表記〕

▼：自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫すること
〔３ １内容〕

［読むこと］
▼：段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、…
叙述を基に捉えること〔２ １〕

▼：目的を意識して、中心となる語や文を見付けること〔２ ２①、②〕
〔　〕内：設問番号
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【各設問の正答率等】	 小学校第４学年（国語）

設問
番号

領域
分野 問題の内容

評価の観点 割 合 （％）
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に	

取
り
組
む
態
度

正
答
率

誤

答

無
解
答正

答

準
正
答

１

１

話すこと…
聞くこと

話合いの進め方（司会の役割） ○ 68.2 68.2 0.0 31.0 0.8

２ 話合いの進め方（相手の発言を受けて
質問をする） ○ 69.9 69.9 0.0 28.9 1.2

３ 話合いの進め方（相手の発言を受けて
話をつなぐ） ○ 69.5 69.5 0.0 29.1 1.5

４ 話合いの進め方（司会の役割） ○ 29.0 18.4 10.6 63.6 7.3

２

１

読むこと

説明的文章の構造と内容の把握 ○ 41.7 41.7 0.0 55.9 2.4

２① 説明的文章の精査・解釈 ○ 29.6 20.6 9.0 63.0 7.4

２② 説明的文章の精査・解釈 ○ 36.5 30.7 5.8 51.8 11.7

３ 考えの形成 ○ 69.2 69.2 0.0 25.6 5.2

３

１条件

書くこと

構成の検討（条件） ○ 66.5 63.8 2.7 19.5 14.0

１内容 考えの形成、記述（内容） ○ 26.6 26.6 0.0 59.5 14.0

１表記 推敲（表記） ○ 69.9 30.3 39.6 16.1 14.0

２ 推敲 ○ 65.4 61.1 4.4 24.5 10.1

４

１⑴

知識及び技能

国語辞典の使い方 ○ 48.8 48.8 0.0 32.4 18.8

１⑵ 語彙 ○ 66.2 66.2 0.0 26.8 7.0

２ 指示語 ○ 45.0 45.0 0.0 34.3 20.7

５
①

知識及び技能
主語と述語との関係 ○ 60.0 60.0 0.0 33.9 6.1

② 修飾と被修飾との関係 ○ 64.3 64.3 0.0 24.7 11.0

６

①

知識及び技能

ローマ字の書き（なべ） ○ 47.4 47.4 0.0 43.3 9.3

② ローマ字の読み（sekken） ○ 80.0 80.0 0.0 10.6 9.4

③ ローマ字の読み（kingyo） ○ 74.6 74.6 0.0 15.4 10.0

７ 知識及び技能 筆順（右） ○ 29.8 29.8 0.0 58.2 12.0

８

①

知識及び技能

漢字の書き取り（こうえん） ○ 77.0 77.0 0.0 17.1 5.9

② 漢字の書き取り（ふるい） ○ 87.1 87.1 0.0 6.2 6.7

③ 漢字の読み（洋服） ○ 90.5 90.5 0.0 3.6 5.9

④ 漢字の読み（転ぶ） ○ 93.2 93.2 0.0 1.3 5.5
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≪小学校第４学年　算数≫
抽出児童数 平均正答率 平均正答数
3,879人 59.8％ 13.2問／22問

【正答数分布グラフ】	 （横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

0%

5%

10%

22問20問18問16問14問12問10問8問6問4問2問0問

【領域・分野ごとの正答率】
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

データの活用 55.4

測定 58.4

図形 55.9

数と計算 64.3

【正答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 １⑴ 繰り上がりのある加法計算 91.8
2 ２⑸ はかりを用いた重さの測定 90.4
3 ３⑵ 正三角形の定義 88.3

【正答率の低い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ５ 長さの単位と測定 14.4
2 ９⑵ グラフの読み取りを根拠とした正しくない理由の説明【理由】 17.4
3 ３⑴ 円の中心と半径 33.1

【無解答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 無解答率

1 ９⑵ グラフの読み取りを根拠とした正しくない理由の説明【理由】 17.9
2 ８⑵ 題意に即した余りの適切な処理の説明【方法】 10.2
3 ２⑶ 平面図形の敷き詰め 9.5

【領域・分野ごとの到達状況の傾向】	 ◎：良好である　○：概ね良好である　◇：基準に到達している
	 ▽：十分とはいえない　▼：不十分である

［数と計算］
◎：繰り上がりのある３位数の加法計算をすること〔１⑴〕
○：十、百の位からの繰り下がりのある減法計算をすること〔１⑵〕
▼：乗法の意味を理解すること〔２⑴〕

［図形］
○：正三角形の定義を理解すること〔３⑵〕
▼：円の半径と三角形の等しい辺の関係を理解すること〔３⑴〕

［測定］
○：時刻を正確に読み取ること〔６⑴〕
▼：長さの単位の意味について理解すること〔５〕

［データの活用］
○：棒グラフを読み取ること〔９⑴〕
▼：簡単な二次元表の数値から読み取ったことを表現すること〔４⑵〕

〔　〕内：設問番号
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【各設問の正答率等】	 小学校第４学年（算数）

設問
番号

領域
分野 問題の内容

評価の観点 割 合 （％）
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に	

取
り
組
む
態
度

正
答
率

誤

答

無
解
答正

答

準
正
答

１

⑴

数と計算

繰り上がりのある加法計算 ○ 91.8 91.8 0.0 8.0 0.2

⑵ 十、百の位からの繰り下がりのある減法
計算 ○ 81.9 81.9 0.0 17.3 0.8

⑶ 余りのない除法計算 ○ 72.3 72.3 0.0 22.3 5.5

⑷ ３位数×２位数 ○ 67.5 67.5 0.0 29.4 3.1

⑸ 小数＋整数 ○ 71.6 71.6 0.0 27.0 1.4

２

⑴
数と計算

乗法の意味 ○ 54.4 54.4 0.0 44.8 0.8

⑵ 数直線上に表した分数 ○ 51.8 51.8 0.0 40.7 7.5

⑶ 図形 平面図形の敷き詰め ○ 38.7 38.7 0.0 51.8 9.5

⑷
測定

かさの適切な単位 ○ 50.7 50.6 0.1 47.6 1.7

⑸ はかりを用いた重さの測定 ○ 90.4 90.4 0.0 8.3 1.2

３
⑴

図形
円の中心と半径 ○ 33.1 33.1 0.0 59.5 7.4

⑵ 正三角形の定義 ○ 88.3 88.3 0.0 10.1 1.6

４
⑴

データの活用
簡単な二次元表の読み取り ○ 81.2 81.2 0.0 15.7 3.2

⑵ 簡単な二次元表の数値の意味【事実】 ○ 39.3 34.1 5.2 54.5 6.2

５ 測定 長さの単位と測定 ○ 14.4 14.4 0.0 80.9 4.7

６
⑴

測定
時刻の読み取り ○ 87.3 87.3 0.0 9.0 3.7

⑵ 時刻と時間 ○ 49.2 49.2 0.0 45.1 5.6

７ 図形 直方体の辺の数と頂点の数 ○ 63.4 63.4 0.0 33.8 2.8

８
⑴

数と計算
□を用いた式 ○ 44.7 44.7 0.0 46.5 8.9

⑵ 題意に即した余りの適切な処理の説明
【方法】 ○ 42.2 26.9 15.3 47.6 10.2

９
⑴

データの活用
棒グラフの読み取り ○ 83.8 83.8 0.0 7.1 9.1

⑵ グラフの読み取りを根拠とした正しくない
理由の説明【理由】 ○ 17.4 7.8 9.5 64.8 17.9
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≪小学校第６学年　社会≫
抽出児童数 平均正答率 平均正答数
3,926人 59.2％ 17.8問／30問

【正答数分布グラフ】	 （横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

0%

5%

10%

24問22問20問18問16問 30問28問26問14問12問10問8問6問4問2問0問

【領域・分野ごとの正答率】
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

産業と国土 54.7

地域学習 64.5

【正答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 １⑴② 石川県の自然（能登半島） 93.8
2 ３⑶Ｂ 人々の生活の変化 91.3
3 ５⑴② 水産業に関わる人々の工夫（仕事の効率化） 89.9

【正答率の低い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ３⑴ 公共施設の種類 11.1
2 ５⑷Ｄ 水産業に関わる人々の工夫（水産資源の保護） 19.8
3 ５⑷Ｃ 水産業に関わる人々の工夫（漁期の設定） 21.1

【無解答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 無解答率

1 ５⑷Ｄ 水産業に関わる人々の工夫（水産資源の保護） 24.9
2 ６⑶Ｃ 沖縄県のくらしの工夫 21.1
3 ５⑶Ｂ 魚の価格と費用についての考察 16.4

【領域・分野ごとの到達状況の傾向】	 ◎：良好である　○：概ね良好である　◇：基準に到達している
	 ▽：十分とはいえない　▼：不十分である

［地域学習］
○：石川県全体の地形や方位を理解すること〔１⑴①、②〕
○：地域の様子の移り変わりについて、地図から読み取ること〔３⑵〕
◇：地図帳の索引から位置を読み取ること〔１⑸〕
▼：主な公共施設について理解すること〔３⑴〕

［産業と国土］
○：赤道の位置について理解すること〔２⑶①〕
◇：気候の特色について、資料から必要な情報を読み取ること〔６⑴Ｂ〕
▼：魚の水揚げ量と価格の変化を表したグラフから、情報を適切に読み取ること〔５⑵〕
▼：持続可能な漁業を目指し水産資源を保護していることについて、複数の資料を基に考察し、
適切に表現すること〔５⑷Ｃ、Ｄ〕

〔　〕内：設問番号
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【各設問の正答率等】	 小学校第６学年（社会）

設問
番号

領域
分野 問題の内容

評価の観点 割 合 （％）
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に	

取
り
組
む
態
度

正
答
率

誤

答

無
解
答正

答

準
正
答

１

⑴①

地域学習

石川県の市の位置（方位） ○ 84.4 84.4 0.0 13.6 2.0

⑴② 石川県の自然（能登半島） ○ 93.8 93.8 0.0 5.0 1.2

⑵ 縮尺の活用 ○ 49.3 49.3 0.0 45.6 5.1

⑶ 地図記号の活用 ○ 69.6 69.6 0.0 30.0 0.4

⑷ 石川県の伝統産業 ○ 68.4 68.4 0.0 30.4 1.2

⑸ 地図帳の活用 ○ 70.8 70.8 0.0 21.2 8.0

２

⑴①Ａ

産業と国土

日本の位置と領土（ユーラシア大陸の
東・太平洋の西） ○ 35.8 27.1 8.7 56.5 7.6

⑴②Ｂ 日本の位置と領土（東端の経度） ○ 54.4 54.4 0.0 36.9 8.7

⑵ 日本の位置と領土（東京からの距離） ○ 64.7 64.7 0.0 33.4 1.9

⑶① 赤道の位置 ○ 87.1 87.1 0.0 10.8 2.1

⑶② 世界の主な大陸（オーストラリア大陸） ○ 53.1 53.1 0.0 38.1 8.8

３

⑴

地域学習

公共施設の種類 ○ 11.1 11.1 0.0 87.2 1.7

⑵ 地域の様子の移り変わり ○ 89.0 89.0 0.0 8.4 2.6

⑶Ａ 生活の道具の移り変わり ○ 78.0 78.0 0.0 18.7 3.2

⑶Ｂ 人々の生活の変化 ○ 91.3 89.9 1.4 5.0 3.7

４

⑴

地域学習

飲料水を供給する事業（供給の仕組み） ○ 65.1 65.1 0.0 34.9 0.0

⑵Ａ 飲料水を供給する事業（森林のはたらき） ○ 33.4 29.9 3.5 58.7 7.8

⑶Ｂ 飲料水を供給する事業（給水量と人口） ○ 51.6 44.5 7.1 38.3 10.2

⑶Ｃ 飲料水を供給する事業（給水量と人口） ○ 46.6 37.5 9.1 43.0 10.4

５

⑴①

産業と国土

水産業に関わる人々の工夫（仕事の…
効率化） ○ 87.3 87.3 0.0 10.2 2.5

⑴② 水産業に関わる人々の工夫（仕事の…
効率化） ○ 89.9 89.9 0.0 7.1 3.0

⑵ 水産業に関わる情報の読み取り ○ 32.7 32.7 0.0 63.0 4.4

⑶Ａ 魚の価格と費用についての考察 ○ 70.0 70.0 0.0 21.2 8.8

⑶Ｂ 魚の価格と費用についての考察 ○ 31.4 10.8 20.6 52.2 16.4

⑷Ｃ 水産業に関わる人々の工夫（漁期の…
設定） ○ 21.1 19.2 1.9 63.9 15.0

⑷Ｄ 水産業に関わる人々の工夫（水産資源
の保護） ○ 19.8 16.3 3.6 55.2 24.9

６

⑴Ａ

産業と国土

沖縄県の気温と降水量 ○ 57.8 57.8 0.0 31.9 10.3

⑴Ｂ 沖縄県の気温と降水量 ○ 73.1 73.1 0.0 13.0 13.9

⑵ 沖縄県のくらしの工夫 ○ 57.4 57.4 0.0 30.4 12.2

⑶Ｃ 沖縄県のくらしの工夫 ○ 38.9 34.4 4.6 39.9 21.1
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≪小学校第６学年　理科≫
抽出児童数 平均正答率 平均正答数
3,924人 64.0％ 16.0問／25問

【正答数分布グラフ】	 （横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

0%

5%

10%

24問22問20問18問16問14問12問10問8問6問4問2問0問

【領域・分野ごとの正答率】
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

64.2

68.9

58.8

65.4

「地球」を柱とする領域

「生命」を柱とする領域

「粒子」を柱とする領域

「エネルギー」を柱とする領域

【正答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ２⑴ 季節による植物の成長の違い 93.9
2 ３⑴実際 物と重さの関係 90.2
3 ７⑵ メダカの卵が変化していく順 87.8

【正答率の低い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ３⑶ 物の体積と重さとの関係【分析】 29.0
2 ５⑴ 電気を通す物と通さない物 35.8
3 ６⑴① 実験における安全面への配慮 38.4

【無解答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 無解答率

1 ５⑵ 電気を通すつなぎ方 6.8
2 ６⑴① 実験における安全面への配慮 6.6
3 ７⑶ 観察記録を基にしたメダカの成長についての考察【分析】 5.6

【領域・分野ごとの到達状況の傾向】	 ◎：良好である　○：概ね良好である　◇：基準に到達している
	 ▽：十分とはいえない　▼：不十分である

［「エネルギー」を柱とする領域］
○：振り子の実験の適切な方法や適切な処理の仕方について理解すること〔４⑵〕
▼：電磁石の強さは導線の巻数によって変わることを理解すること〔５⑷〕

［「粒子」を柱とする領域］
○：物の重さについて、予想が確かめられた場合に得られる結果を見通すこと〔３⑴予想〕
▼：異なる物質で重さを同じにしたときの体積の違いについて、実験結果を基に、見いだし表現
すること〔３⑶〕

［「生命」を柱とする領域］
○：メダカの卵の中の様子が変化する過程を理解すること〔７⑵〕
▼：身近な植物は、暖かい季節、寒い季節などによって成長に違いが見られることを、グラフ…
から読み取り表現すること〔２⑵〕

［「地球」を柱とする領域］
○：方位を調べる器具（方位磁針）の使い方を理解すること〔１⑴〕
▼：月は 1日のうちでも時刻によって位置が変わることを理解すること〔１⑵〕

〔　〕内：設問番号
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【各設問の正答率等】	 小学校第６学年（理科）

設問
番号

領域
分野 問題の内容

評価の観点 割 合 （％）
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に	

取
り
組
む
態
度

正
答
率

誤

答

無
解
答正

答

準
正
答

１

⑴

「地球」
を柱とする領域

方位磁針の使い方 ○ 80.2 80.2 0.0 18.1 1.7 

⑵ 月の位置の変化 ○ 50.3 50.3 0.0 49.1 0.6 

⑶ 星の並び方 ○ 58.1 9.3 48.8 39.3 2.7 

２
⑴ 「生命」

を柱とする領域

季節による植物の成長の違い ○ 93.9 93.9 0.0 6.0 0.1 

⑵ 季節による植物の成長の変化について
の考察【分析】 ○ 50.6 5.8 44.8 45.3 4.1 

３

⑴予想

「粒子」
を柱とする領域

予想が確かめられた場合に得られる
結果の見通し【構想】 ○ 80.8 80.8 0.0 18.7 0.5 

⑴実際 物と重さの関係 ○ 90.2 90.2 0.0 7.7 2.1 

⑵ 学習課題に正対したまとめの吟味
【検討・改善】 ○ 62.9 51.5 11.4 32.4 4.7 

⑶ 物の体積と重さとの関係【分析】 ○ 29.0 29.0 0.0 70.6 0.4 

４

⑴

「エネルギー」
を柱とする領域

条件制御を踏まえた実験方法の構想
【構想】 ○ 78.2 78.2 0.0 21.5 0.3 

⑵ 振り子の実験に関する技能 ○ 85.9 85.9 0.0 12.7 1.3 

⑶ ふりこが 1往復する時間を変化させる
条件の考察【分析】 ○ 65.9 49.8 16.1 30.0 4.1 

５

⑴

「エネルギー」
を柱とする領域

電気を通す物と通さない物 ○ 35.8 35.8 0.0 63.3 0.9 

⑵ 電気を通すつなぎ方 ○ 71.9 68.5 3.4 21.2 6.8 

⑶ 磁石の性質 ○ 77.7 77.7 0.0 21.8 0.5 

⑷ 電磁石の強さとコイルの巻き数の関係 ○ 42.4 39.6 2.8 53.3 4.2 

６

⑴①

「粒子」
を柱とする領域

実験における安全面への配慮 ○ 38.4 38.4 0.0 55.0 6.6 

⑴② 実験における安全面への配慮 ○ 60.9 60.9 0.0 34.7 4.5 

⑵ 水を温めたり冷やしたりしたときの
水の状態変化 ○ 49.8 49.8 0.0 46.5 3.6 

⑶ 「地球」
を柱とする領域 自然界での水の状態変化 ○ 75.2 75.2 0.0 23.5 1.3 

７

⑴

「生命」
を柱とする領域

メダカの雌雄 ○ 65.4 65.4 0.0 33.6 1.0 

⑵ メダカの卵が変化していく順 ○ 87.8 87.8 0.0 11.5 0.7 

⑶ 観察記録を基にしたメダカの成長に
ついての考察【分析】 ○ 46.9 8.7 38.2 47.5 5.6 

８
⑴ 「地球」

を柱とする領域

条件制御を踏まえた実験方法の構想
【構想】 ○ 70.2 70.2 0.0 25.3 4.5 

⑵ 水のしみ込み方と土の粒の大きさと
の関係 ○ 51.3 51.3 0.0 46.7 2.0 
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≪小学校第６学年　英語≫
抽出児童数 平均正答率 平均正答数
3,919人 85.8％ 17.2問／20問

【正答数分布グラフ】	 （横軸：正答数、縦軸：児童の割合）
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20問18問16問14問12問10問8問6問4問2問0問

【領域・分野ごとの正答率】
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

書くこと 82.8

聞くこと 87.4

読むこと 85.9

【正答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 １⑶ 自己紹介（好きな色）の聞き取り 99.4
2 ２⑴ 注文した料理の聞き取り 99.3
3 １⑵ 自己紹介（スポーツ）の聞き取り 98.9

【正答率の低い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ４⑵ 短い会話（その場所が好きな理由）の聞き取り 21.9
2 ７⑵ アルファベットの小文字を書くこと 61.1
3 ９ 文章（町のおすすめの場所）を推測しながら読んで、必要な情報を得ること 75.3

【無解答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 無解答率

１ ７⑶ アルファベットの小文字を書くこと 1.6
２ ４⑵ 短い会話（その場所が好きな理由）の聞き取り 1.6
３ ７⑴ アルファベットの大文字を書くこと 1.3

【領域・分野ごとの到達状況の傾向】	 ◎：良好である　○：概ね良好である　◇：基準に到達している
	 ▽：十分とはいえない　▼：不十分である

［聞くこと］
◎：身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表現を聞き取ること〔２〕
◎：身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表現で話される短い会話を聞いて、必要
な情報を得ること〔５〕

▼：日常生活に関する身近で簡単な事柄（お気に入りの場所）について、具体的な情報を聞き…
取ること〔４⑵〕

［読むこと］
◎：日常生活に関する身近で簡単な事柄を内容とするものを読んで、自分が必要とする情報を…
得ること〔８⑵〕

◇：日常生活に関する身近で簡単な事柄を内容とするものを推測しながら読んで、自分が必要と
する情報を得ること〔９〕

［書くこと］
◇：相手に伝えるなどの目的をもって、身近で簡単な事柄について、簡単な語句を書き写すこと

〔10 ⑶〕
▽：文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体の小文字を書くこと〔７⑵〕

〔　〕内：設問番号
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【各設問の正答率等】	 小学校第６学年（英語）

設問
番号

領域
分野 問題の内容

評価の観点 割 合 （％）
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に	

取
り
組
む
態
度

正
答
率

誤

答

無
解
答正

答

準
正
答

１

⑴

聞くこと

自己紹介（好きな動物）の聞き取り ○ 96.2 96.2 0.0 3.6 0.2

⑵ 自己紹介（スポーツ）の聞き取り ○ 98.9 98.9 0.0 1.0 0.2

⑶ 自己紹介（好きな色）の聞き取り ○ 99.4 99.4 0.0 0.5 0.1

２
⑴

聞くこと
注文した料理の聞き取り ○ 99.3 99.3 0.0 0.6 0.1

⑵ 注文した料理の金額の聞き取り ○ 96.4 96.4 0.0 3.3 0.3

３ 聞くこと 短い会話（道案内）の聞き取り ○ 82.6 82.6 0.0 17.3 0.2

４
⑴

聞くこと
短い会話（お気に入りの場所）の聞き取り ○ 85.7 85.7 0.0 13.3 1.0

⑵ 短い会話（その場所が好きな理由）の聞き取り ○ 21.9 21.8 0.1 76.5 1.6

５
⑴

聞くこと

短い会話（文房具セットの中身）を聞いて、
必要な情報を得ること ○ 93.3 93.3 0.0 6.6 0.2

⑵
短い会話（消しゴムの形状）を聞いて、必要
な情報を得ること

○ 93.6 93.6 0.0 6.2 0.2

６ 聞くこと 短い説明を聞いて、その概要を捉えること ○ 94.3 94.3 0.0 5.4 0.3

７

⑴

書くこと

アルファベットの大文字を書くこと ○ 80.5 80.5 0.0 18.2 1.3

⑵ アルファベットの小文字を書くこと ○ 61.1 61.1 0.0 37.7 1.2

⑶ アルファベットの小文字を書くこと ○ 89.6 89.6 0.0 8.8 1.6

８
⑴

読むこと
単語（math）を読んで意味を理解すること ○ 86.5 86.5 0.0 13.4 0.2

⑵ 単語（science）を読んで意味を理解すること ○ 96.0 96.0 0.0 3.6 0.4

９ 読むこと
文章（町のおすすめの場所）を推測しながら
読んで、必要な情報を得ること ○ 75.3 75.3 0.0 23.5 1.2

10

⑴

書くこと

目的・場面・状況に応じて自分の誕生月を…
書き写すこと ○ 95.5 91.1 4.4 3.6 0.9

⑵
目的・場面・状況に応じて自分が好きな曜日
を書き写すこと ○ 93.0 84.0 9.0 6.1 0.9

⑶
目的・場面・状況に応じて自分ができること
を書き写すこと

○ 77.2 72.3 4.9 21.8 1.0
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≪中学校第３学年　社会≫
抽出生徒数 平均正答率 平均正答数
2,336人 52.7％ 16.9問／32問

【正答数分布グラフ】	 （横軸：正答数、縦軸：生徒の割合）

0%

5%

10%

24問22問20問18問16問 30問 32問28問26問14問12問10問8問6問4問2問0問

【領域・分野ごとの正答率】
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

歴史的分野 52.8

地理的分野 52.5

【正答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 １⑴② 東京からの距離（正距方位図法） 94.6
2 ４⑴ 日本の領土（択捉島） 90.7
3 ５⑴ 歴史上の人物（ペリー） 88.1

【正答率の低い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ４⑹ 日本の工業（工業地域の立地の特色） 3.9
2 １⑵② 北アメリカ州の農業の特徴 5.8
3 １⑵③ 北アメリカ州の移民の特徴 8.6

【無解答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 無解答率

1 ４⑹ 日本の工業（工業地域の立地の特色） 22.3
2 ２⑷ 歴史上の人物（空海） 21.2
3 ５⑷② 開国後の主な貿易相手国の変化の背景 17.5

【領域・分野ごとの到達状況の傾向】	 ◎：良好である　○：概ね良好である　◇：基準に到達している
	 ▽：十分とはいえない　▼：不十分である

［地理的分野］
○：中心からの距離と方位が正しい地図を活用し、世界各地の位置関係や中心からの方位を捉え
ること〔１⑴②、③〕

◇：日本周辺の漁場について理解すること〔４⑷〕
▼：北アメリカ州の農業について複数の資料を基に考察し、適切に表現すること〔１⑵②〕
▼：工業地域の特色について、複数の資料を基に考察し、適切に表現すること〔４⑹〕

［歴史的分野］
◇：産業革命後の欧米諸国の労働問題について資料を基に考察し、適切に表現すること〔５⑵〕
▽：中世の基礎・基本となる歴史上の人物について理解すること〔３⑴〕
▼：藤原氏や平氏が政治上の権力をにぎることができた理由について、複数の資料を基に考察し、
適切に表現すること〔２⑸〕

▼：開国後の主な貿易相手国の変化の背景について、複数の資料を基に考察し、適切に表現する
こと〔５⑷②〕

〔　〕内：設問番号
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【各設問の正答率等】	 中学校第３学年（社会）

設問
番号

領域
分野 問題の内容

評価の観点 割 合 （％）
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に	

取
り
組
む
態
度

正
答
率

誤

答

無
解
答正

答

準
正
答

１

⑴①Ａ

地理的分野

六大陸（南アメリカ大陸） ○ 56.3 56.3 0.0 42.6 1.1

⑴①Ｂ 三大洋（大西洋） ○ 72.9 72.9 0.0 25.0 2.1

⑴② 東京からの距離（正距方位図法） ○ 94.6 94.6 0.0 5.4 0.1

⑴③ 東京からの方位（正距方位図法） ○ 82.7 82.7 0.0 14.4 2.9

⑴④ 世界の気候の特色（亜寒帯） ○ 58.1 58.1 0.0 41.4 0.4

⑵① 北アメリカ州の工業地域 ○ 49.3 49.3 0.0 50.4 0.3

⑵② 北アメリカ州の農業の特徴 ○ 5.8 5.7 0.1 85.5 8.6

⑵③ 北アメリカ州の移民の特徴 ○ 8.6 7.4 1.3 77.1 14.3

２

⑴

歴史的分野

歴史上の事象（中国の王朝） ○ 64.7 64.7 0.0 35.1 0.2

⑵ 歴史上の事象（大化の改新） ○ 64.6 64.6 0.0 23.2 12.2

⑶ 歴史上の事象（天平文化） ○ 48.8 48.8 0.0 50.6 0.6

⑷ 歴史上の人物（空海） ○ 44.9 44.9 0.0 33.8 21.2

⑸ 藤原氏や平氏が栄えた理由 ○ 14.9 2.3 12.5 72.6 12.6

３

⑴

歴史的分野

歴史上の人物（フビライ・ハン） ○ 64.9 64.9 0.0 20.0 15.1

⑵ 日本でキリスト教の布教が始まった背景 ○ 54.4 54.4 0.0 45.1 0.6

⑶ 歴史上の事象（書院造） ○ 52.7 52.7 0.0 35.6 11.7

⑷Ｘ 豊臣秀吉の統一事業（刀狩令の目的） ○ 64.2 52.3 11.9 29.4 6.4

⑷Ｙ 豊臣秀吉の統一事業（兵農分離） ○ 20.9 19.1 1.8 64.6 14.5

⑸ 時代の流れ（並び替え） ○ 56.0 56.0 0.0 43.5 0.5

４

⑴

地理的分野

日本の領土（択捉島） ○ 90.7 90.7 0.0 8.9 0.4

⑵① 北海道の農業の特徴 ○ 21.6 21.6 0.0 64.6 13.8

⑵② 北海道の酪農の特徴 ○ 22.9 16.9 6.0 62.8 14.3

⑶ 日本周辺の海流（千島海流） ○ 62.2 62.2 0.0 32.3 5.5

⑷ 日本周辺の漁場（潮目・潮境） ○ 72.8 72.8 0.0 15.1 12.1

⑸ 日本の主な山脈（奥羽山脈） ○ 84.5 84.5 0.0 14.9 0.6

⑹ 日本の工業（工業地域の立地の特色） ○ 3.9 3.5 0.4 73.8 22.3

５

⑴

歴史的分野

歴史上の人物（ペリー） ○ 88.1 88.1 0.0 6.4 5.5

⑵ 産業革命の問題点 ○ 70.6 62.6 8.0 20.9 8.5

⑶ 歴史上の事象（下田） ○ 58.5 58.5 0.0 40.6 0.9

⑷① 歴史上の事象（領事裁判権） ○ 51.6 51.6 0.0 36.6 11.8

⑷② 開国後の主な貿易相手国の変化の背景 ○ 21.6 0.9 20.7 60.9 17.5

⑸ 歴史上の事象（版籍奉還） ○ 56.8 56.8 0.0 42.1 1.2
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≪中学校第３学年　理科≫
抽出生徒数 平均正答率 平均正答数
2,335人 48.9％ 15.7問／32問

【正答数分布グラフ】	 （横軸：正答数、縦軸：生徒の割合）

0%

5%

10%

24問22問20問18問16問 30問 32問28問26問14問12問10問8問6問4問2問0問

【領域・分野ごとの正答率】
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

35.9

74.1

45.6

40.1

「地球」を柱とする領域

「生命」を柱とする領域

「粒子」を柱とする領域

「エネルギー」を柱とする領域

【正答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 １⑵ 卵生に分類される動物 90.0
2 １⑴ 胎生の名称 88.0
3 ７⑴記号 気孔 86.3

【正答率の低い設問】
設問番号 問題の内容 正答率

1 ８⑴Ｙ 冬の太平洋側に見られる特徴的な気象の状況 8.3
2 ５⑵ 堆積物の粒の大きさと沈み方 14.7
3 ６⑶化学反応式 酸化銀の分解の化学反応式 23.6

【無解答率の高い設問】
設問番号 問題の内容 無解答率

1 ５⑵ 堆積物の粒の大きさと沈み方 23.8
2 ４⑷ 疑問を解決するための課題の設定【構想】 17.3
3 ５⑴化石 示準化石の名称 14.5

【領域・分野ごとの到達状況の傾向】	 ◎：良好である　○：概ね良好である　◇：基準に到達している
	 ▽：十分とはいえない　▼：不十分である

［「エネルギー」を柱とする領域］
▽：音の伝わり方を理解すること〔４⑴〕
▼：ギターを演奏する様子から生じた新たな疑問を解決するために、適切な課題を考えること

〔４⑷〕
［「粒子」を柱とする領域］

○：物質が水に溶けている様子について理解すること〔３⑵〕
▼：酸化銀の分解における化学反応式を理解すること〔６⑶化学反応式〕

［「生命」を柱とする領域］
◎：卵生のグループに分類できる動物について理解すること〔１⑵〕
▼：動物の特徴を比較し、分類の観点を考えること〔１⑶〕

［「地球」を柱とする領域］
▼：柱状図と地図を関連付け、地層の傾きを考えること〔５⑶〕
▼：冬の太平洋側に見られる特徴的な気象の状況を理解すること〔８⑴Ｙ〕

〔　〕内：設問番号
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【各設問の正答率等】	 中学校第３学年（理科）

設問
番号

領域
分野 問題の内容

評価の観点 割 合 （％）
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に	

取
り
組
む
態
度

正
答
率

誤

答

無
解
答正

答

準
正
答

１

⑴

「生命」
を柱とする領域

胎生の名称 ○ 88.0 88.0 0.0 8.8 3.2

⑵ 卵生に分類される動物 ○ 90.0 90.0 0.0 9.9 0.1

⑶ 動物の分類の観点 ○ 52.7 52.7 0.0 42.1 5.2

⑷ 動物の分類名 ○ 81.5 81.5 0.0 18.3 0.2

２

⑴

「エネルギー」
を柱とする領域

誘導電流の名称 ○ 37.0 37.0 0.0 48.9 14.2

⑵ 検流計の仕組み ○ 24.9 24.9 0.0 74.8 0.3

⑶ 誘導電流が流れる向き【分析・解釈】 ○ 53.4 53.4 0.0 46.3 0.3

⑷ 交流の電流がつくる磁界と電磁誘導
【適用】 ○ 41.5 41.5 0.0 57.8 0.6

３

⑴

「粒子」
を柱とする領域

溶質の名称 ○ 43.0 43.0 0.0 48.4 8.6

⑵ 水溶液の粒子モデル ○ 83.0 83.0 0.0 16.7 0.3

⑶ 質量パーセント濃度の計算 ○ 38.0 38.0 0.0 55.6 6.3

⑷ 塩化ナトリウムと硝酸カリウムが…
析出する温度【分析・解釈】 ○ 61.9 61.9 0.0 37.3 0.8

４

⑴

「エネルギー」
を柱とする領域

音の伝わり方 ○ 61.0 61.0 0.0 38.7 0.3

⑵ 振幅 ○ 39.1 39.1 0.0 60.4 0.5

⑶ 弦の張りの強さと音の高さとの…
関係、音の波形 ○ 37.6 37.6 0.0 60.7 1.8

⑷ 疑問を解決するための課題の設定
【構想】 ○ 26.0 25.5 0.4 56.8 17.3

５

⑴記号

「地球」
を柱とする領域

示準化石からの地質年代の推定 ○ 33.1 33.1 0.0 66.4 0.5

⑴化石 示準化石の名称 ○ 49.9 49.9 0.0 35.6 14.5

⑵ 堆積物の粒の大きさと沈み方 ○ 14.7 14.0 0.7 61.5 23.8

⑶ 地層の傾き【分析・解釈】 ○ 34.7 34.7 0.0 64.6 0.7

６

⑴

「粒子」
を柱とする領域

化合物 ○ 34.8 34.8 0.0 64.6 0.6

⑵ ガラス管の先を水そうの水からぬく
理由 ○ 54.0 38.1 15.8 37.3 8.7

⑶モデル 酸化銀の分解のモデル図 ○ 27.0 27.0 0.0 67.0 6.0

⑶化学反応式 酸化銀の分解の化学反応式 ○ 23.6 23.6 0.0 69.6 6.9

７

⑴はたらき

「生命」
を柱とする領域

光合成の名称 ○ 64.7 64.7 0.0 28.2 7.1

⑴記号 気孔 ○ 86.3 86.3 0.0 13.0 0.7

⑵Ｘ 呼吸によって二酸化炭素が増えたこと
を調べるために必要な結果【分析・解釈】 ○ 77.3 77.3 0.0 21.8 0.9

⑵Ｙ 対照実験の構想【構想】 ○ 52.2 52.2 0.0 46.5 1.2

８

⑴Ｘ

「地球」
を柱とする領域

シベリア高気圧の名称 ○ 52.2 52.2 0.0 33.7 14.0

⑴Ｙ 冬の太平洋側に見られる特徴的な…
気象の状況 ○ 8.3 6.8 1.5 79.1 12.7

⑵ 想定した条件が成立する場合に見ら
れる気象の状況 ○ 64.7 64.7 0.0 33.9 1.4

⑶ 冬に北西の季節風がふく仕組み
【構想】 ○ 29.2 29.2 0.0 69.3 1.5
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２　質問調査結果	 ※質問調査結果については、無回答の割合（数値）は表記していない。

≪小学校第４学年≫　学校数（児童数）：187校（7,809 人）

1　あなたは、次のことについてどのように思っていますか。

0 50 100%

無回答当てはまらないどちらかといえば、当てはまらないどちらかといえば、当てはまる当てはまる

学校は好きだ

国語の勉強は好きだ

社会の勉強は好きだ

算数の勉強は好きだ

理科の勉強は好きだ

音楽の勉強は好きだ

図画工作の勉強は好きだ

体育の勉強は好きだ

道徳の時間は好きだ

外国語活動（英語）の時間は好きだ

総合的な学習の時間は好きだ

学級活動の時間は好きだ

国語の授業の内容はよく分かる

社会の授業の内容はよく分かる

算数の授業の内容はよく分かる

理科の授業の内容はよく分かる

音楽の授業の内容はよく分かる

図画工作の授業の内容はよく分かる

体育の授業の内容はよく分かる

48.1

24.8

37.9

42.8

59.2

56.1

76.0

74.5

37.2

44.6

49.8

49.0

41.9

49.7

55.3

65.8

66.5

78.1

81.3

40.6

45.6

37.2

31.7

30.3

30.2

16.8

17.6

40.2

36.2

36.9

38.4

45.7

37.8

31.7

28.0

25.7

18.1

15.9

8.0

22.4

18.4

17.0

8.1

9.6

16.5

13.5

10.5

10.1

10.0

10.0

9.9

5.7

1.9

3.0

4.9

3.0

7.2

6.3

8.5

2.4

4.1

2.1

2.2

6.1

5.6

2.7

2.5

2.3

2.4

3.1

1.3
2.1

0.8

0.8

5.0

5.5

2　あなたは、授業の中で次のようなことは好きですか。

0 50 100%

無回答好きではないどちらかといえば、好きではないどちらかといえば、好き好き

自分の考えを発表したり、
話し合ったりすること

分からなかったことを、
もう一度勉強し直すこと

教科書に出ていないことや、
もっとくわしいことを勉強すること

少ない人数やグループで勉強すること

コンピュータなどの
ＩＣＴ機器を使って勉強すること

26.0 9.538.8 25.7

20.4 8.342.8 28.5

29.5 7.536.6 26.4

53.6 32.0 10.3

64.9 25.0 7.5

51.3 32.4 12.7

4.1

2.5

3.5

4.639.7 40.3 15.4

学校図書館を利用して勉強すること

地域の人や専門家から教えてもらうこと
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3　次のことは、あなたにどれくらい当てはまりますか。

0 50 100%

無回答当てはまらないどちらかといえば、当てはまらないどちらかといえば、当てはまる当てはまる

授業では、目標（めあて・ねらい・課題）を
もって学習していたと思う

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいたと思う

授業では、自分の考えを発言したり、
発表したりする場があったと思う

授業の最後に、学習を振り返る活動を
よく行っていたと思う

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで
話し合ったりする活動に取り組んでいたと思う

36.6 46.7 13.8

29.8 47.4 19.2

46.1 33.4 15.5

30.5 43.3 21.4

41.3 39.7 15.0 4.0

65.1 30.2

44.8 40.5 11.8

37.8 44.4 14.3

50.7 37.2 8.5

59.4 31.8 6.7

5.0

0.7

2.8

3.4

3.5

2.0

4.8

2.8

3.5

56.4 26.2 10.7

友達と話し合うとき、
友達の話や意見を最後まで聞いている

問題の解き方が分からないときは、
あきらめずにいろいろな方法を考える

授業で学習したことを、ふだんの生活で
生かすことができると思う

先生は、授業やテストで間違えたところや、分からないところに
ついて、分かるまで教えてくれていると思う

読書は好きだ

18.4 22.3 27.7昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり借りたり
するために、学校図書館や地域の図書館に週１回以上行く

28.5

6.6

31.6

14.734.4 22.3新聞やテレビのニュースなどに
関心がある

先生は、あなたのよいところを
分かってくれていると思う

3.8

4　あなたは、家で次のようなことをしていますか。

0 50 100%

無回答全くしていないあまりしていないどちらかといえば、しているしている

自分で計画を立てて勉強をしている

学校の宿題をしている

学校の授業の予習・復習をしている

27.6 38.2 28.7

79.0 14.3 5.3 1.3

26.1 36.7 30.0

5.4

7.1
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5　⑴　あなたは、学校の授業時間以外に、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たり	
どれくらいの時間、勉強をしますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わって
いる時間、インターネットを活用して学ぶ時間もふくみます。）

0 100%

無回答全くしない30分より少ない

30分以上、1時間より少ない1時間以上、2時間より少ない2時間以上、3時間より少ない3時間以上

60 804020

11.3 4.217.5 27.8 29.5 9.6

　　⑵　あなたは、土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、
勉強をしますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネット
を活用して学ぶ時間もふくみます。）

0 60 804020 100%

無回答全くしない1時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない2時間以上、3時間より少ない3時間以上、4時間より少ない4時間以上

5.4 12.28.6 12.8 26.2 34.7

6　⑴　あなたは、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビ
番組やインターネット上の動画などを見たり、聞いたりしますか。（勉強のためのテレビ
番組やインターネット上の動画などを見たり、聞いたりする時間はのぞきます。）

0 100%

無回答全く見たり、聞いたりしない1時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない2時間以上、3時間より少ない3時間以上、4時間より少ない4時間以上

60 804020

15.9 3.815.1 21.1 26.2 17.6

　　⑵　あなたは、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム	
（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンなどを使った
ゲームもふくみます。）をしますか。

0 100%

無回答全くしない1時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない2時間以上、3時間より少ない3時間以上、4時間より少ない4時間以上

60 804020

15.1 9.312.9 16.8 24.2 21.5
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　　⑶　あなたは、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話
やスマートフォンなどでインターネットやメールなどをしますか。（携帯電話や	
スマートフォンなどを使ってゲームをする時間はのぞきます。）

0 100%

無回答全くしない30分より少ない30分以上、1時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない3時間以上、4時間より少ない4時間以上

60 804020

6.8 5.8 8.2 10.8 12.4 20.3 35.7

7　次のことは、あなたにどれくらい当てはまりますか。

0 50 100%

無回答当てはまらないどちらかといえば、当てはまらないどちらかといえば、当てはまる当てはまる

テレビを見る時間やテレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式の
ゲーム、携帯電話やスマートフォンなどを使ったゲームも

ふくみます。）をする時間などのルールを家の人と決めている
学校での出来事について、家の人（兄弟姉妹は

ふくみません。）と話をしている

学校のきまりを守っている

人が困っているときは、進んで助けている

ものごとを最後までやりとげて、
うれしかったことがある

51.1 26.1 11.7

44.5 35.0 12.4

48.5 44.3 6.2

43.1 46.8 8.5

70.7 23.1

37.5

0.9

1.6

3.244.8 14.3

47.0 36.6 10.4

66.3 19.3 8.5

41.5 34.0 15.6

35.4 31.0 20.6

11.1

8.0

5.9

5.9

8.7

12.6

むずかしいことでも、
失敗をおそれないで挑戦している

自分には、よいところがあると思う

将来の夢や目標を持っている

外国の人と友達になったり、外国のことに
ついてもっと知ったりしてみたいと思う

今住んでいる地域の行事に参加している

1.8
4.4
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≪小学校第６学年≫　学校数（児童数）：186校（8,178 人）

1　あなたは、次のことについてどのように思っていますか。

0 50 100%

無回答当てはまらないどちらかといえば、当てはまらないどちらかといえば、当てはまる当てはまる

学校は好きだ 42.2 42.5 11.1

29.2 40.2 23.7 6.9社会の勉強は好きだ

40.3 39.7 15.4

38.2 38.6 16.6 6.7

理科の勉強は好きだ

61.7 27.2 7.8

音楽の勉強は好きだ

50.0 38.4 9.2

図画工作の勉強は好きだ

63.7 22.9 9.2体育の勉強は好きだ

家庭の勉強は好きだ

31.0 39.3 20.4

道徳の時間は好きだ

英語の勉強は好きだ

29.3 44.6 19.4

9.3

6.7

49.5 38.7 9.2総合的な学習の時間は好きだ

48.4 38.8 10.0学級活動の時間は好きだ

45.2 43.7 9.1

52.6 38.2 7.6

社会の授業の内容はよく分かる

54.4 34.5 8.4

70.6 1.224.8 3.5

3.1

理科の授業の内容はよく分かる

62.4 32.1

音楽の授業の内容はよく分かる

75.4 0.920.7

図画工作の授業の内容はよく分かる

46.0

4.1

4.4

3.3

2.4

4.2

2.6

2.7

1.9

1.6

2.6

4.636.5 12.8英語の授業の内容はよく分かる

体育の授業の内容はよく分かる

家庭の授業の内容はよく分かる 1.1
4.3

2　あなたは、授業の中で次のようなことは好きですか。

0 50 100%

無回答好きではないどちらかといえば、好きではないどちらかといえば、好き好き

自分の考えを発表したり、
話し合ったりすること

分からなかったことを、
もう一度勉強し直すこと

教科書に出ていないことや、
もっとくわしいことを勉強すること

少ない人数やグループで勉強すること

ＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を使って勉強すること

学校図書館を利用して勉強すること

地域の人や専門家から教えてもらうこと

20.8 38.2 30.0 10.9

17.1 40.5 33.3

22.6 34.0 32.0

9.1

11.4

52.4 35.3 9.0

57.0

3.3

2.632.3 8.1

34.9 38.6 19.4 6.9

28.4 42.7 22.0 6.9
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3　次のことは、あなたにどれくらい当てはまりますか。

0 50 100%

無回答当てはまらないどちらかといえば、当てはまらないどちらかといえば、当てはまる当てはまる

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいたと思う

授業で学習したことを、
普段の生活で活用できると思う

問題の解き方が分からないときは、
あきらめずにいろいろな方法を考える

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで
話し合ったりする活動に取り組んでいたと思う

授業では、目標（めあて・ねらい・課題）を
もって学習していたと思う 39.4 46.3 11.5

33.4 48.2 15.4

35.0 43.8 17.5

41.4 43.6 12.0

40.3

3.6

3.342.8 13.5

2.7

2.9

2.9

45.1 39.7 12.2

40.6 31.1 16.8

15.0 17.9 27.7

11.5

39.4

25.8 36.9 25.7

43.7 38.3 11.6

45.7 31.7 13.8

11.6

6.4

8.7

授業の最後に、学習を振り返る活動を
よく行っていたと思う

読書は好きだ

昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり借りたり
するために、学校図書館や地域の図書館に週１回以上行く

自分には、よいところがあると思う

今住んでいる地域の行事に参加している

家で自分で計画を立てて勉強をしている
（学校の授業の予習や復習をふくみます。）

3.0
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≪中学校第３学年≫　学校数（生徒数）：83校（8,305 人）

1　あなたは、次のことについてどのように思っていますか。

0 50 100%

無回答当てはまらないどちらかといえば、当てはまらないどちらかといえば、当てはまる当てはまる

学校は好きだ

社会の勉強は好きだ

理科の勉強は好きだ

音楽の勉強は好きだ

美術の勉強は好きだ

技術の勉強は好きだ

保健体育の勉強は好きだ

道徳の時間は好きだ

家庭の勉強は好きだ

英語の勉強は好きだ

総合的な学習の時間は好きだ

学級活動の時間は好きだ

社会の授業の内容はよく分かる

理科の授業の内容はよく分かる

音楽の授業の内容はよく分かる

美術の授業の内容はよく分かる

家庭の授業の内容はよく分かる

英語の授業の内容はよく分かる

技術の授業の内容はよく分かる

保健体育の授業の内容はよく分かる

41.8 44.7 10.4

30.9 41.1 22.0 6.0

28.2 44.8 22.3

28.5 44.0 20.6 6.9

34.1 6.240.7 19.1

3.0

4.7

48.0 34.0 13.2 4.7

26.4 43.6 23.3 6.7

24.3 48.8 21.5 5.4

23.5 12.437.5 26.6

24.4 6.747.6 21.3

40.9 44.7 11.6 2.8

44.2 43.0 10.3

35.3 45.0 15.7

2.6

4.0

35.4 47.1 14.5 3.0

40.2 45.6 11.2 2.9

44.5 44.6 8.6 2.2

54.2 39.4 5.1

32.0 48.3 15.5 4.1

1.3

38.0 2.050.5 9.5

33.4 8.538.4 19.7

2　あなたは、授業の中で次のようなことは好きですか。

0 50 100%

無回答好きではないどちらかといえば、好きではないどちらかといえば、好き好き

自分の考えを発表したり、
話し合ったりすること

分からなかったことを、
もう一度勉強し直すこと

教科書に出ていないことや、
もっとくわしいことを勉強すること

少ない人数やグループで勉強すること

ＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を使って勉強すること

学校図書館を利用して勉強すること

地域の人や専門家から教えてもらうこと

16.7 39.2 35.7

17.9 30.2 37.5

46.5 40.3 9.8

36.9

3.3

42.8 15.0 5.3

21.7 37.6 28.1

17.6

8.3

16.4 39.7 33.0 10.8

14.3

12.5

10.243.3 28.8
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3　次のことは、あなたにどれくらい当てはまりますか。

0 50 100%

無回答当てはまらないどちらかといえば、当てはまらないどちらかといえば、当てはまる当てはまる

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいたと思う

授業で学習したことを、
普段の生活で活用できると思う

問題の解き方が分からないときは、
あきらめずにいろいろな方法を考える

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで
話し合ったりする活動に取り組んでいたと思う

授業では、目標（めあて・ねらい・課題）を
もって学習していたと思う 32.7 49.6 14.4

31.0 52.0 14.4

30.5 46.3 19.4

42.8 46.2 8.7

34.3

3.8

2.747.1 15.8

3.3

2.6

2.2

27.6 46.8 20.8

31.1 30.1 21.9

9.1 10.4 22.0

16.9

58.5

18.0 36.3 32.1

39.3 42.4 12.7

23.1 32.5 25.5

13.6

5.6

18.7

授業の最後に、学習を振り返る活動を
よく行っていたと思う

読書は好きだ

昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり借りたり
するために、学校図書館や地域の図書館に週１回以上行く

自分には、よいところがあると思う

今住んでいる地域の行事に参加している

家で自分で計画を立てて勉強をしている
（学校の授業の予習や復習を含みます。）

4.7
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≪小学校教員≫　学校数（教員数）：188校（3,053 人）

次の指導等を、昨年度からどの程度行っていますか。

1　学力の重要な要素に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていない 回答できないあまりしていないしているよくしている

繰り返し学習（音読、暗記･暗唱、
反復学習など）を通して、

基礎的・基本的な知識や技能の
定着を図っている

問題解決的な学習、実生活における様々な
事象との関連を図った学習などを通して、

活用力（思考力、判断力、表現力等）を
育成する指導をしている

課題設定や授業展開、教材・教具の
開発など、学習意欲の向上を
図るための工夫をしている

36.6

61.8 33.7

36.6 56.9

50.1 46.9

1.3

3.1
0.0

3.6

2.7
0.3

1.4

1.4
0.1

2　教科等に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていない 回答できないあまりしていないしているよくしている

児童生徒の様々な考えを引き出したり、
思考を深めたりするような発問や指導をしている

記録、要約、説明、論述などの
言語活動を重視した指導をしている

考えの根拠や筋道を明確にして、
説明や論述ができるような指導をしている

ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して、
考え方を身に付けることができるような指導をしている

児童生徒がテストの間違ったところを
振り返って学習する場を設けている

授業の中で、目標（めあて・ねらい・課題）を
児童生徒と共有している

授業の最後に、学習を
振り返る活動を取り入れている

授業において、明確な評価規準を基に児童生徒の
学習状況を把握し、学習指導の改善に生かしている

授業において、児童生徒一人一人が自分の成長や変容を自覚できるように
するなど、自信をもつことができるような指導をしている

授業で身に付けたことを課題の解決に活用したり、他教科や
日常生活の様々な場面で生かしたりできるような指導をしている

個に応じた指導として、習熟の遅い児童生徒に、
補充的な学習の指導をしている

個に応じた指導として、習熟の早い児童生徒に、
発展的な学習の指導をしている

自校の学力向上に向けた計画（学力向上プランなど）に
基づく指導をしている

学校図書館を活用した指導をしている

指導計画の見直しや改善に取り組んでいる

39.6
1.5

56.0 2.8
0.1

53.4
2.4

42.0 1.9
0.4

21.6 60.2

27.3
4.0

59.8 0.7

32.0 52.6 0.8

43.7 6.2

5.8

45.0 0.6

72.1
1.4

25.8 0.5
0.0

37.9
1.5

52.7 0.3

26.2
2.6

64.6 0.2

40.9
1.4

54.3 0.1

28.9
2.0

62.3 0.2

3.8
0.632.4 52.8

20.7 5.355.9 1.1

25.0 50.3

23.6
2.1

64.2

12.6

8.1

8.7

7.5

6.4

6.5

10.4

16.9

15.8

9.6 0.6

33.1 57.4

児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して、
学び合う場を設けている

3.2

4.6

4.5
0.2

4.7

6.4 2.5

4.7
0.9
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3　ＩＣＴの活用に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていないあまりしていないしているよくしている

大型提示装置（プロジェクター、電子黒板など）などの
ＩＣＴ機器を活用した授業を行っている 60.6 31.2 5.8

41.3 45.2

35.0 46.0

児童生徒一人一人に配備された
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を

活用した授業を行っている

児童生徒が自分で調べる場面
（ウェブブラウザによるインターネット検索など）で、
児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレット等の

ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている
14.2 4.7

28.2 47.4
児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面で、
児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの

ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている
18.9 5.4

26.5 47.7
教職員と児童生徒がやり取りする場面で、

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている

19.8 5.9

22.2 44.7
児童生徒同士がやり取りする場面で、

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている

24.5 8.5

25.0 50.1
児童生徒が自分の特性や

理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面で、
児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの

ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている
19.6 5.1

2.710.6

2.2

4　家庭学習に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていない 回答できないあまりしていないしているよくしている

家庭学習の取組として、児童生徒に家庭での
学習方法等を具体例を挙げながら教えている

学校・学年・学級単位で、保護者に対して児童生徒の
家庭学習を促すような働きかけをしている

26.5 10.351.7 10.3 1.3

46.7 10.639.5

26.1 10.654.2 1.07.9

児童生徒が取り組んだ宿題について、
評価・指導を行っている

2.8
0.4

5　学習規律等に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていない 回答できないあまりしていないしているよくしている

児童生徒が、学習規律（私語をしない、相手を
意識して話す・聞く、授業開始の時刻を守るなど）を
身に付けることができるような指導をしている

69.2 29.2

70.9 27.8

31.9 52.1

児童生徒が、校則や集団生活のルール・マナーを
守ることができるような指導をしている

児童生徒が、基本的な生活習慣（早寝･
早起き･朝ご飯、テレビ等の視聴時間など）を

身に付けることができるような指導をしている
9.2

57.4 39.8児童生徒が、進んで挨拶をすることが
できるような指導をしている

23.6 56.2児童生徒が、地域や社会で起こっている問題や
出来事に関心をもつことができるような指導をしている 15.3

16.5 53.9児童生徒が、将来就きたい仕事や夢について
考えることができるような指導をしている 22.2

61.0 37.4
児童生徒を認めたり、励ましたりしながら、
児童生徒が、自分のよさを伸ばすことが

できるような指導をしている

6.1
0.6

0.8

0.3
0.1

1.2

0.3
0.0

1.1

1.6
0.1

3.5
1.3

5.3
2.0

0.6

0.8
0.0
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≪中学校教員≫　学校数（教員数）：83校（1,705 人）

次の指導等を、昨年度からどの程度行っていますか。

1　学力の重要な要素に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていない 回答できないあまりしていないしているよくしている

繰り返し学習（音読、暗記･暗唱、
反復学習など）を通して、

基礎的・基本的な知識や技能の
定着を図っている

問題解決的な学習、実生活における様々な
事象との関連を図った学習などを通して、

活用力（思考力、判断力、表現力等）を
育成する指導をしている

課題設定や授業展開、教材・教具の
開発など、学習意欲の向上を
図るための工夫をしている

36.6

43.6 45.6

32.6 58.4

43.0 52.4

4.3
0.6

2.5
0.2

1.5

2.9
0.2

5.7

6.3

2　教科等に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていない 回答できないあまりしていないしているよくしている

児童生徒の様々な考えを引き出したり、
思考を深めたりするような発問や指導をしている

記録、要約、説明、論述などの
言語活動を重視した指導をしている

考えの根拠や筋道を明確にして、
説明や論述ができるような指導をしている

ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して、
考え方を身に付けることができるような指導をしている

児童生徒がテストの間違ったところを
振り返って学習する場を設けている

授業の中で、目標（めあて・ねらい・課題）を
児童生徒と共有している

授業の最後に、学習を
振り返る活動を取り入れている

授業において、明確な評価規準を基に児童生徒の
学習状況を把握し、学習指導の改善に生かしている

授業において、児童生徒一人一人が自分の成長や変容を自覚できるように
するなど、自信をもつことができるような指導をしている

授業で身に付けたことを課題の解決に活用したり、他教科や
日常生活の様々な場面で生かしたりできるような指導をしている

個に応じた指導として、習熟の遅い児童生徒に、
補充的な学習の指導をしている

個に応じた指導として、習熟の早い児童生徒に、
発展的な学習の指導をしている

自校の学力向上に向けた計画（学力向上プランなど）に
基づく指導をしている

学校図書館を活用した指導をしている

指導計画の見直しや改善に取り組んでいる

32.1
1.6

61.4 4.8
0.1

47.8
2.2

46.0 3.8
0.1

24.1 53.7

27.8
2.8

54.5

4.8

0.9

15.5 49.7 4.2

26.5 8.649.0 2.8

64.1
1.6

32.7 1.4
0.2

37.2
1.7

48.4 1.2

23.8
2.5

61.7 0.9

29.1
1.8

59.4 0.2

24.5
1.9

59.3 0.8

3.6
4.016.2 48.4

18.2 52.7 2.1

4.7 20.5

20.8
1.7

62.6

17.4

13.9

25.7

13.1

11.6

11.1

9.5

13.5

27.7

22.9

33.1 36.7

13.3 1.6

25.9 61.2

児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して、
学び合う場を設けている

4.0

4.0
0.9

5.1

3.3
1.5

8.0
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3　ＩＣＴの活用に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていないあまりしていないしているよくしている

大型提示装置（プロジェクター、電子黒板など）などの
ＩＣＴ機器を活用した授業を行っている 59.8 29.4 7.2

37.0 42.6

33.6 45.0

児童生徒一人一人に配備された
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を

活用した授業を行っている

児童生徒が自分で調べる場面
（ウェブブラウザによるインターネット検索など）で、
児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレット等の

ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている
16.8 4.4

25.2 43.8
児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面で、
児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの

ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている
24.2 6.7

21.5 38.9
教職員と児童生徒がやり取りする場面で、

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている

29.3 10.1

17.8 37.5
児童生徒同士がやり取りする場面で、

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている

32.1 12.4

16.5 43.5
児童生徒が自分の特性や

理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面で、
児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの

ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている
29.8 10.0

4.215.9

3.4

4　家庭学習に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていない 回答できないあまりしていないしているよくしている

家庭学習の取組として、児童生徒に家庭での
学習方法等を具体例を挙げながら教えている

学校・学年・学級単位で、保護者に対して児童生徒の
家庭学習を促すような働きかけをしている

16.9 7.751.3 19.3 4.8

24.0 8.555.8 9.4

18.1 6.058.9 3.813.1

児童生徒が取り組んだ宿題について、
評価・指導を行っている 2.2

5　学習規律等に関すること

0 50 100%

無回答ほとんどしていない 回答できないあまりしていないしているよくしている

児童生徒が、学習規律（私語をしない、相手を
意識して話す・聞く、授業開始の時刻を守るなど）を
身に付けることができるような指導をしている

55.5 42.1

54.3 43.7

28.1 54.7

児童生徒が、校則や集団生活のルール・マナーを
守ることができるような指導をしている

児童生徒が、基本的な生活習慣（早寝･
早起き･朝ご飯、テレビ等の視聴時間など）を

身に付けることができるような指導をしている
12.8

41.5 52.8児童生徒が、進んで挨拶をすることが
できるような指導をしている

20.5 54.2児童生徒が、地域や社会で起こっている問題や
出来事に関心をもつことができるような指導をしている 21.3

22.3 60.8児童生徒が、将来就きたい仕事や夢について
考えることができるような指導をしている 12.7

47.0 50.0
児童生徒を認めたり、励ましたりしながら、
児童生徒が、自分のよさを伸ばすことが

できるような指導をしている

2.1

0.9

2.3

0.9
0.1

1.0

1.3
0.1

0.5

4.9
0.4

1.6

2.0

2.5

2.2

0.8

1.9
0.2
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